
加美平保育園       ２歳児               Ｒ６年    １月    ９日（ 木  ） 

 

年間テーマ 砂の探究  子どもの言葉・姿 写真 

探求テーマ 砂遊び ・手のみを使って滑り台を作る。「先生、 

 見て！すべり台！」と見せた時に指が 

 砂にささってしまう。「あ、これは落とし 

 穴にしよう！」と指でたくさん穴をあけ 

 る。 

 

・穴を見た子どもが、シャベルを使って 

大きな穴を掘る。 

 

・「大きな穴掘ったね。」と言葉をかけると 

  「 を入れるんだよ。」と拾った石を入れ 

 シャベルで砂をかける。 

 

・ 「こうっって手でぎゅって上を押さない 

 と が出てきちゃうよ。」と他の子ども 

 が手伝う。 

 

・ 「葉っぱも入れようか。」「他の も探そ 

 うよ」と園庭に探しに行く。 

 

・穴に入れるものを探している様子に気が 

 付いた子どもが「とげとげの石見つけた 

 よ。あげる。」と持ってきた。 

 

・「そっと砂をかけようね。」と話しながら 

 石を穴に入れて砂をかけていた。 

 

 

 

子どもの姿 

・大きなスコップを使って体全体を使いながら砂 

 を掘ったり、山を作ったりして楽しんでいる。 

・型抜きをした後に、サンドローラーで跡をつけ 

 て楽しんでいる。そっと力を抜いて跡をつける 

 ことができている。 

「問い」を考える 
・砂の感触を楽しみながら遊び、その中で発見した 

ことっ気が付いたことに共感する。 

活動をデザインする 
・子ども同士のっり取りの中で、見立てたものっ 

 遊び方がどのように変化していくのかを見守る。 

環境をデザインする 
・いつもの砂場遊びと同じ環境の元、遊びの中で 

 生まれる気付きに着目する。 

小グループを構成する 
・集まってきた友達と、っり取りをしながら自由 

 に関わる。 

振り返り 

 小麦粉粘土の活動の後から、イメージしながら 

作ってみる、見立てて遊んでみるといった姿が増え

てきた。ひとりがイメージした物が友達のイメージ

へと繋がり、それぞれの遊びが広がった。周りにい

た子どもも「なにしてるの？」と興味を示していて、

真似をして楽しんでいた。砂以外にも違う性質のも

のからイメージを膨らませて組み合わせていきた

い。 



 


